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動的変形解析を用いた大腸癌オルガノイドの転移能の定量評価 
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近年、長足の進歩を遂げている癌遺伝子診断には、癌細胞を取り出しその遺伝子

異常の個性を特定するものと正常細胞の中の遺伝子変異を検出するものであるが、

遺伝子型の変異と疾患が一対一対応する例はほとんどないのが現状である。そこで、

難治性癌の治療法の開発においては網羅的遺伝子型診断と患者から取り出した癌オ

ルガノイドの表現型を組み合わせることが新たな主流となりつつあるが、顕微鏡画

像を用いた現象論的な表現型だけでは転移性などの判定に誤りが生じることもある。 

 

本講演では、従来型の免疫染色などによる静止画像から得られる表現型とは異な

り、オルガノイドの変形を数値化した「動的表現型（Dynamic Phenotype）」という

新たなバイオマーカーを紹介する。慶應大学・佐藤俊朗教授と連携し、転移能がす

でにわかっている大腸癌オルガノイドの自発変形の継時変化を測定・解析すること

によって転移性オルガノイドに特徴的な時空間パターンを定量的に抽出し、転移能

の分類化に成功した。 


